
大沼高校のグランドデザイン 

「学校目標」と「2019年度重点目標」に向けて 

「個々の生き抜く力」とは？ 

学校経営・運営ビジョン                           表現力､交渉力､コミュニケーション能力､主体性 

「個々の生きぬく力を育み地域社会を支える人材を育てる学校」       

                                 「地域社会を支える」とは？                       

郷土愛､問題提起､問題解決､寛容さ､発信力 

 

豊かな人間性  健康・体力 

・思いやる心（規範意識､自他敬愛､自己肯定感､社会性） 

・自ら学ぶ心（主体性､協働） 

・郷土を愛する心（人生を生き抜くための土台、出発点） 

 ・耐える力（粘り強く困難に立ち向かう態度） 

・克服する力（仲間と協働して問題に根気強く取組む姿勢） 

・自分を律する力（自分の健康を保つ態度及び規範意識） 

 

資質・能力の育成 

何ができるようになるか 

○学校教育の基本 
⇔ 

何が身についたか 

○学習評価を通じた学習指導の改善 

   

 

  

 

知  ・社会的課題に関する知識､理解 

技  ・思考力､想像力(問題発見､解決力) 

・表現力､発信力 

・協働力 

心 ・責任感を持ち､粘り強く取組む姿勢(誠実) 

  ・何事にも挑戦し､前向きな姿勢（明朗） 

  ・自分を大切にし､かつ自分を律する姿勢（健康） 

 

生徒の実態 

・自己肯定感が低い ・素直である 

・主体性､向上心に乏しい（他人任せ） 

・コミュニケーション能力が低い 

・（学校として）活気がない 

・基礎学力の不足 

・家庭学習の習慣が身についていない 

生徒の発達を 

どのように支援するか 

目指す生徒の姿 

・主体的に学び行動することができる 

・地域社会が抱える問題に関心を持ち､改善しよう

とする意欲を備えている。 

・他者と協働し､自らの考えを深め､意見を発信する

ことができる 

 

 

協働力 

 
基礎的学力→思考力･判断力→発想力･想像力 

表現力､発信力､行動力 

 



何を学ぶか ⇔ どのように学ぶか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○学び方を学ぶ 

 

 

○考え方を学ぶ 

 

○伝え方を学ぶ 

 

 

○人との関わり方を学ぶ 

・情報の求め方(図書館･PC･ﾒﾃﾞｨｱの利用､ｲﾝﾀﾋﾞｭ

ｰ､見学､調査､観察､ｱﾝｹｰﾄの仕方)､問いの見つけ方､

文章､表､ｸﾞﾗﾌの読み取り方 

・ﾛｼﾞｯｸ､思考ﾂｰﾙの使い方､得られた情報(ﾃﾞｰﾀ)の

整理･分析､仮説の立て方､立証の仕方 

・情報ﾂｰﾙ(PC 等)の使い方､効果的な発信の仕方

(ｸﾞﾗﾌ､表､ﾎﾟｽﾀｰ､話し方､見せ方､ﾌﾟﾚｾﾞﾝ､SNS､広報

誌)､文章の書き方､行事のﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ 

・相手の立場に立ち､何を求めているかという視点

の持ち方(ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動)､ｿｰｼｬﾙｽｷﾙ､ｱｻｰｼｮﾝ､ﾚｼﾞﾘｴﾝ

ｽ､話し合いの方法･ﾏﾅｰ､集団行動 

           

実施するために何が必要か 

○指導体制の充実、家庭、地域との連携･協働 

・総合的探求の時間の綿密な計画､実施を行うための機動力のある組織づくり 

・共通した学習計画(ﾙｰﾌﾞﾘｯｸの作成を含む)に基づいた教科横断的な指導と評価 

・効果的にＡＬの手法を取り入れた授業の研究と推進 

・校外(保護者､地域､企業)との連携(外部講師招聘､ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ､ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ)の計画的かつ効果的な実施 

・現状で存在する大沼高校の教育的資源の洗い出し 

 

 

・精神的にも身体的にも安心できる学校(いじめのない学校) 

・施設設備の安全整備 

  

・学習計画(ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ)の提示 ・授業公開 

・地域への積極的な広報  ・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動への積極的参加 

 

協
働
の
視
点
を
踏
ま
え
て 

学び方を学ぶ 

 

考え方を学ぶ 

 

伝え方を学ぶ 

 

人との関わり方 

を学ぶ 

 

安心･安全を守る 開かれた学校づくり 


